
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ２月県議会定例会に提出する平成 29 年度当初予算案について、現在知事 

査定を行っています。 

   30 日（月）までに行った知事査定で内容が固まった事業の概要は、別紙の  

とおりです。 

   今後、知事査定結果を速報として随時お知らせしますが、当初予算案全体 

の概要は、２月８日（水）の部局長会議で決定した上で発表する予定です。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

長野県（総務部）プレスリリース 平成 29 年（2017 年）１月 31 日 

平成 29 年度当初予算案の知事査定結果《速報（第２回）》について 

 

総務部財政課財政企画係 

(課長) 岡地 俊季 (担当) 高橋 寿明 

電話：026-235-7039（直通） 

   026-232-0111（代表）内線 2062 

FAX： 026-235-7475 

E-mail  zaisei@pref.nagano.lg.jp 

しあわせ信州創造プラン（長野県総合５か年計画）推進中！ 
 



【新】
ホストタウン推進事業費

<大都市・海外との未来志向の連携>

国際課 H29当初

交通安全推進事業費

くらし安全・消費生活課 H29当初

消費生活安定向上事業費

くらし安全・消費生活課 H29当初

信州高等教育支援センター
事業費

【教育再生】
<信州創生を担う人材の確保・育成>

私学・高等教育課 H29当初

県民文化部

事　業　名
【しあわせ信州創造プランのプロジェクト名】
<信州創生戦略の基本方針名(一部略記)>

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

県民の交通安全意識を高め、交通事故のない安全で安心な県民生活を実現
するため、季別の交通安全運動等の啓発活動を推進するとともに、交通事故
被害者等を支援するため、相談事業を実施します。

（新）・自転車の安全な利用普及推進事業

*交通事故死傷者数：10,450人(H28)→10,000人以下(H29)

2020年東京オリンピック・パラリンピックに向けて、中華人民共和国を相手国と
したホストタウンとして、人的、経済的、文化的な相互交流事業を実施します。

　・オリンピアン・パラリンピアンとの交流
　・市町村が実施するホストタウン事業への支援

479 H28当初 0

平成26年度に策定した消費生活基本計画・消費者教育推進計画に基づき、
悪質商法による被害を未然に防止するための啓発・消費者教育の推進や、市
町村の相談体制の整備を支援します。

（新）・第2次長野県消費生活基本計画策定事業
（新）・適格消費者団体設立支援事業
（新）・南信消費生活センター空調設備改修工事実施設計

*市町村消費生活センターの人口カバー率：76.8％(H28)→100％(H29)

（一部　消費者行政活性化基金活用事業）
＜優先度評価に基づく県有施設の修繕・改修＞

163,621 H28当初 152,476

19,785 H28当初 20,610

*県内大学生インターンシップ参加率：17.5％(H27)→32.2％(H29)

21,378 H28当初 41,156
(H27前倒し含み) (46,206)

県内高等教育機関の魅力向上と産学官連携による県内への人材定着に取り
組むため、信州高等教育支援センターにおいて、高等教育振興施策を積極
的に推進します。

　・信州高等教育支援センター運営費
　・大学生海外インターンシップ支援事業
　・大学・地域連携事業補助金
　・信州で学ぼう!魅力発信事業

*県内大学収容力：16.5％(H28.4)→18.0％(H30.4)

*県内大学志願者数：12,266人(H28.4入学者)→維持向上(H30.4入学者)
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事　業　名
【しあわせ信州創造プランのプロジェクト名】
<信州創生戦略の基本方針名(一部略記)>

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

【活動人口増加】
<若者のライフデザインの希望実現>

次世代サポート課 H29当初

子ども・子育て支援事業費

【雇用・社会参加促進】
<若者のライフデザインの希望実現>

こども・家庭課 H29当初

里親委託推進事業費

<若者のライフデザインの希望実現>

こども・家庭課 H29当初

24,706 H28当初 23,650

長野県婚活支援センター運
営事業費

未婚者の増加や晩婚化の進展が少子化の主な要因であるとの認識のもと、出
会いの機会を拡大するため、「長野県婚活支援センター」を拠点として、市町
村や企業等と連携して結婚を希望する方を応援します。

　・お見合い支援等レベルアップ研修
　・婚活サポーターの養成・活動支援
　・企業の結婚支援の取組促進
  ・若者の信州ライフ応援推進

*県の推計値を上回る婚姻数：200組(H27)→400組(H29)

1,331,631 H28当初 1,228,244

子育ての負担感を緩和し、安心して子育てできる環境を整備するため、地域
子育て支援拠点や病児・病後児保育など多様な子育て支援サービス等を実
施する市町村を支援します。

　・ 事業主体　市町村
　・ 補助率　　１/3
　・ 事業内容
　　　１　放課後児童健全育成事業
　　　２　地域子育て支援拠点事業
　　　３　延長保育事業
　　　４　病児保育事業
　　　５　利用者支援事業
　　　６　一時預かり事業
　　　７　乳児全戸訪問事業
　　　８　ﾌｧﾐﾘｰ･ｻﾎﾟｰﾄ･ｾﾝﾀｰ事業
　　　９　養育支援訪問事業   等

*病児・病後児保育実施市町村数：20市町村(H27)→22市町村(H29)

*ﾌｧﾐﾘｰ･ｻﾎﾟｰﾄ･ｾﾝﾀｰ事業実施箇所数：38箇所(H27)→40箇所(H29)

7,196 H28当初 6,390

家庭的養護を推進するため、里親制度の理解を深め、新規里親を開拓すると
ともに、委託を推進し、支援体制を強化します。

　 　 ・里親委託等推進員の配置
　 　 ・里親推進フォーラムの開催
　 　 ・里親研修の実施
（新）・家庭的養護推進検討協議会（仮称）の設置

*里親等委託率：11.6%(H27)→17.2%(H29)
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事　業　名
【しあわせ信州創造プランのプロジェクト名】
<信州創生戦略の基本方針名(一部略記)>

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

児童虐待防止強化事業費

<若者のライフデザインの希望実現>

こども・家庭課 H29当初

次世代サポート課 H29当初

児童虐待の発生及び深刻化を防止するため、児童相談所等の相談支援体制
を強化します。

　・児童虐待防止対策研修事業
　　市町村・児童相談所職員等に対する研修
　・児童虐待・ＤＶ24時間ホットライン
　　児童虐待及びＤＶ（配偶者間暴力）の通告・通報及び緊急の相談に24時
　　間・365日対応

11,838 H28当初 12,301

長野県青少年育成県民会
議事業補助金

子どもを守り育む活動を県民運動として取り組むことができるよう、県民総ぐる
みの青少年健全育成運動を展開している青少年育成県民会議に補助しま
す。

　・青少年サポーター設置事業
　・青少年インターネット適正利用推進協議会事業
　・地域・家庭における性教育の取組支援事業
　・子どもの性被害予防のための取組支援事業

17,097 H28当初 12,756
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歯科保健総合推進対策事
業費

保健・疾病対策課 H29当初

人生二毛作社会推進事業費

【雇用・社会参加促進】
<多様な働き方・暮らし方の創造>

<信州創生を担う人材の確保・育成>

健康増進課 H29当初

医師確保等総合対策事業費

【健康づくり・医療充実】
<若者のライフデザインの希望実現>

<信州創生を担う人材の確保・育成>

医療推進課医師確保対策室 H29当初

看護職員新規養成確保対
策事業費

【健康づくり・医療充実】

医療推進課 H29当初

健康福祉部

事　業　名
【しあわせ信州創造プランのプロジェクト名】
<信州創生戦略の基本方針名(一部略記)>

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

10,204 H28当初 14,016

信州保健医療総合計画に基づき、8020運動をはじめとする歯及び口腔の健
康づくりに関する取組を総合的に推進します。

　　　・長野県歯科保健推進センターの運営
　　　・歯科保健推進県民会議の開催
　　　・県民よい歯のコンクールの開催
　　　・在宅歯科医療連携室の運営
　　　・フッ化物応用の推進

*80歳で20本以上自分の歯を持つ人の割合38.4%(H22) → 38.4％以上（H29)

（一部　地域医療介護総合確保基金活用事業）

26,416 H28当初 0
(H27前倒し含み) (30,617)

シニア世代の社会活動や就業を進めるため、シニア活動推進コーディネー
ターによる関係機関の連携・機能強化や、就業などの分野における効果的、
効率的なマッチングの実施等により、人生二毛作社会づくりを推進します。

*シニア大学卒業後のボランティア・市民活動実施(予定)率：36.1%(H27)→40%（H29)

看護職員を確保するため、看護職員の新規養成及び県内就業の定着・促進
を支援します。

（新）・看護大学ＥＳＣＯ事業活用による施設整備
      ・県内民間等養成所（11校）に対して運営費を助成
　　　・県内への就業を促進するため、看護師等学校養成所の学生を対象に
　　　　修学資金を貸与

*人口10万人当たり就業看護職員数　1329.6人(H27)→1329.6人(H29)
*病院に勤務する常勤の看護職員の離職率　9.1％（H27）→8.8％以下（H29）
*県内看護師等学校養成所新卒者県内就業率（進学者除く）　82.22％（H27）→
　82.10％（H29)

（一部　地域医療介護総合確保基金活用事業）

医師の確保・定着と偏在解消を図るため、信州医師確保総合支援センターを
中心とした研修医・医学生等へのキャリア形成支援や産科医を増やす取組等
を行います。

　１　信州医師確保総合支援センター事業
　　　即戦力医師の確保、医学生修学資金貸与者のキャリア形成支援等を
　　　実施
　２　医学生修学資金等貸与事業
　　　将来県内の医療機関に勤務しようとする医学生等を対象に修学資金等
　　　を貸与
　３　研修医支援事業
　　　県内で臨床研修及び専門研修を実施する医師を確保するため、臨床
　　　研修病院等合同説明会等を県内外で開催
　４　産科医等確保事業
　　　産科医、産科医療機関等を確保するため、産科医等に支給する手当
　　　への支援や県外医師への情報発信を実施

*人口10万人当たり医療施設従事医師数：205人（H22)→230人（H29)

　（一部　地域医療介護総合確保基金活用事業）

516,757 H28当初 569,446

＜優先度評価に基づく県有施設の修繕・改修＞

730,064 H28当初 605,165
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事　業　名
【しあわせ信州創造プランのプロジェクト名】
<信州創生戦略の基本方針名(一部略記)>

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

小児・周産期医療体制整備
事業費

<若者のライフデザインの希望実現>

保健・疾病対策課 H29当初

国民健康保険運営安定化
等事業費

健康福祉政策課国民健康保険室 H29当初

精神科救急医療整備事業費

【健康づくり・医療充実】

保健・疾病対策課 H29当初

医薬品適正使用・環境整備
事業費

【健康づくり・医療充実】

<まち・むらづくり>

薬事管理課 H29当初

地域における小児・周産期医療を確保するため、医療機関の連携を図り、患
者の症状に応じた対応が可能な医療提供体制を整備します。

　　　・小児救急電話相談事業（＃8000）
　　　・小児初期救急医療センターへの運営費の補助
　　　・小児救命救急センターへの運営費の補助
　　　・小児在宅医療連携事業
　　　・周産期医療連絡調整協議会の開催
　　　・周産期母子医療センターへの運営費の補助

*小児救急電話相談（＃8000）事業に納得した割合：96.1％（H27）→90％以上（H29）

（一部　地域医療介護総合確保基金活用事業）

保険者（市町村）の療養の給付等に要する費用の一部を負担し、市町村国民
健康保険の安定的運営を支援するとともに、平成30年度からの新制度に向け
た準備を進めます。

　・低所得者等の保険料軽減措置に対する費用負担
　・高額な医療費に対する費用負担
　・保険者（市町村）の財政調整に要する費用負担
　・特定健康診査・特定保健指導の実施に要する費用負担
　・国民健康保険事業運営協議会の運営
　・財政安定化基金への積立て

20,290,579 H28当初 17,605,637

320,671 H28当初 322,580

106,458 H28当初 106,381

精神疾患の急激な発症や病状の悪化などにより、緊急に医療を必要とする精
神障がい者に対応するため、精神科救急医療体制の確保を図ります。

　１　精神科救急医療確保事業
　２　精神障がい者在宅アセスメントセンター事業
　３　長期連休時の精神保健指定医待機事業

（一部　地域医療介護総合確保基金活用事業）

安全な医薬品の流通確保及び適正使用を図るため、後発医薬品（ジェネリック
医薬品）の使用状況等の調査・研究、品質検査を実施するとともに、薬局の地
域包括ケア等への貢献や健康サポート機能の充実に向け、薬局のかかりつけ
機能の強化を目指します。

　１　ジェネリック医薬品使用促進事業
　２　患者のための薬局ビジョン推進事業
　３　医薬品有効性確保・副作用対策事業

7,132 H28当初 6,982
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事　業　名
【しあわせ信州創造プランのプロジェクト名】
<信州創生戦略の基本方針名(一部略記)>

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

認知症施策総合推進事業費

【健康づくり・医療充実】

<まち・むらづくり>

保健・疾病対策課 H29当初

障がい者スポーツ振興事業
費

<多様な働き方・暮らし方の創造>

障がい者支援課 H29当初

手話言語条例関連事業費

<信州創生を担う人材の確保・育成>

<まち・むらづくり>

障がい者支援課 H29当初

障がい者が日常的にスポーツに親しむことができる環境を整備するため、各種
大会の開催、競技スポーツの振興、一般スポーツ関係団体等との連携強化に
より、障がい者スポーツの普及を図ります。

　１　障がい者スポーツ振興事業
　　　・長野車いすマラソン大会、障がい者スポーツ大会（地区大会及び
　　　　県大会）、県障がい者スキー大会等の開催

　２　長野県障がい者スポーツ協会業務支援事業
（拡） ・障がい者スポーツ振興活動に対する助成

　*障がい者の主なスポーツ大会、イベント教室等の参加者数：
　　　16,040人(H27)→17,700人(H29)

(一部　福祉基金活用事業）

認知症の人が、できる限り住み慣れた地域で安心して暮らすため、医療・介
護・福祉の充実と連携による総合的な支援を行います。

　　　 ・認知症施策推進会議の開催
　　 　・認知症初期集中支援チームの設置推進
　　 　・医療従事者向け認知症対応力向上研修の実施
　　　 ・認知症疾患医療センターの整備
　　　 ・認知症予防県民運動
（新） ・若年性認知症の実施把握や相談支援を行うコーディネーター
　　　　 の配置

*認知症初期集中支援チーム活動市町村数累計：4市町(H27)→58市町村(H29)

（一部　地域医療介護総合確保基金活用事業）

18,373 H28当初 16,668

手話言語条例に基づき、手話やろう者に対する県民の理解を促進し、手話の
普及等のための各種事業を実施します。

　１　手話に対する理解促進事業
（拡） ・ろう者との交流イベント

　２　手話の普及事業
　　　 ・県民向け手話講座

　３　手話を使いやすい環境の整備事業
（拡） ・盲ろう者通訳・介助員の派遣

　４　手話や文字による情報提供事業
（新） ・手話・文字による観光コンテンツの提供

　５　相談体制の整備・生活支援事業
（拡） ・ろうあ者相談員・手話通訳者の設置

*県民向け手話講座参加者数：400人(H28見込)→800人(H29)

75,651 H28当初 76,571

61,449 H28当初 53,280
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事　業　名
【しあわせ信州創造プランのプロジェクト名】
<信州創生戦略の基本方針名(一部略記)>

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

長野県社会福祉協議会活
動支援事業費

<まち・むらづくり>

地域福祉課 H29当初

母子保健事業費

【活動人口増加】
<若者のライフデザインの希望実現>

保健・疾病対策課 H29当初

193,941 H28当初 200,853

社会福祉活動を振興するとともに、県民の福祉の向上を図るため、長野県社
会福祉協議会が実施する次の事業に対し助成します。

　１　日常生活自立支援事業
  ２　福祉サービスに関する苦情解決事業
  ３　生活福祉資金貸付事業
　４　ボランティア活動支援事業
　５　住民支え合い活動支援事業
  ６　県社協活動基盤支援事業

*ボランティア活動者数：287,266人（H27）→295,000人（H29）

妊娠期から子育てまでを一貫して支援する体制づくり、乳幼児の健やかな成
長・発達支援、また思春期の若者への妊孕性等に関する正しい知識の普及、
女性の健康、不妊に関する相談などを行います。

　　　１　信州母子保健推進センター事業
　　　　　・市町村への技術支援等の実施

（拡）２　妊娠・出産相談支援事業
　　　　　・妊娠・出産・育児に関する電話相談
　　　　　・高校生等若者への妊孕性に関するセミナーの実施

　　　３　女性の健康ライフ支援事業
　　　　　・女性特有の心身の悩みに関する相談
　　　　　・不妊専門相談の実施

　　　４　思春期保健事業
　　　　　・思春期特有の悩みの相談
　　　　　・思春期ピアカウンセラーの育成

*産後うつスクリーニング実施市町村数：55市町村(H27)→70市町村(H29)

71,499 H28当初 74,102

7



地球温暖化対策事業費

<活力と循環の信州経済の創出>

環境エネルギー課 H29当初

資源循環推進課 H29当初

【新】

生活排水課 H29当初

環境部

事　業　名
【しあわせ信州創造プランのプロジェクト名】
<信州創生戦略の基本方針名(一部略記)>

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

　　　１　家庭の省エネサポート制度運営事業
　　　　  家庭の省エネを促進するため、民間事業者（省エネサポート事業者）
　　　 　 が県民と接する機会を活用し、省エネアドバイスや簡易診断を実施し
　　　    ます。

　　　２　事業活動省エネサポート推進事業
　　　　  事業活動に伴うエネルギー利用の効率化を促進するため、事業活
　   　　 動温暖化対策計画書制度に基づき、省エネの助言や現地調査等を
           実施します。

資源循環システム構築事業
費

「ごみ減量日本一」継続のため、県民や市町村等と協働し、食品ロス削減やレ
ジ袋削減等、廃棄物の発生抑制や再資源化に向けた取組を推進します。

（新）・「ごみ減量日本一」を推進する専用ウェブサイトの新設

*1人1日当たり一般廃棄物排出量：847ｇ(H25)→800ｇ（H29）

（新）３　県有施設の照明LED化推進事業
           県有施設の照明についてLED化を推進するための調査を実施し
           ます。

*家庭の省エネアドバイス・簡易診断件数：25,000件
*事業活動温暖化対策計画書提出事業者の温室効果ガス排出削減量：前年度比△１％以上

*環境マネジメントシステム運用事業の温室効果ガス排出削減量：H21比△11.7％

54,574 H28当初 54,524

流域下水道スマートエネル
ギー事業費

下水道の潜在的エネルギー資源の有効活用を図るため、最新の創エネ・省エ
ネ技術の調査、県内流域下水道における再生可能エネルギー賦存量、エネ
ルギー創出量・削減量の試算を行い、「流域下水道スマートエネルギープラ
ン」を策定します。

*流域下水道スマートエネルギープランの策定

*産業廃棄物総排出量：4,341千t（H25） → 4,363千t（H29）

4,185 H28当初 2,199

5,000 H28当初 0
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【環境・エネルギー自立地域創造】

<活力と循環の信州経済の創出>

農村振興課 H29当初

【環境・エネルギー自立地域創造】

<活力と循環の信州経済の創出>

農地整備課 H29当初
農村振興課

高収益型畜産推進事業費

<活力と循環の信州経済の創出>

園芸畜産課 H29当初

力強い農業を支える基盤整
備事業費

人と農地を明日へとつなぐ
支援事業費

事　業　名
【しあわせ信州創造プランのプロジェクト名】
<信州創生戦略の基本方針名(一部略記)>

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

237,564 H28当初 156,436

農政部

*人・農地プラン実践地区数：281地区(H27)→310地区(H29)

（一部　ふるさと農村活性化基金活用事業）

地域農業の持続的発展を図るため、地域の中心となる農業経営体の育成及び
農地の集積・有効利用を支援します。

　１　地域や集落における人・農地プランの実践・見直し等への支援や農業
    経営の法人化を促進
　２　プランで位置づけた中心経営体に対し、経営規模の拡大や設備投資
　　を支援
　３　遊休農地における新たな利用者の育成・確保、農産物の生産販売計
　　画と一体的な遊休農地の再生・活用

農業生産性の向上を図るため、農地中間管理機構を活用して担い手への農地
集積・集約化を行う市町村等の生産基盤の整備を支援します。

　１　農地中間管理機構を活用し、担い手への農地集積・集約化を行う場合に
    県補助率を引き上げ、農業者負担を軽減
　　　・事業主体　市町村等
　　　・補助率　　6/10（中山間地域　6.5/10）
　２　上記１を実施する中山間地域等において、市町村が地元負担金の全額を
    負担する場合に支援
　　　・事業主体　市町村
　　　・補助率　　 定額、1/2以内

　*農業生産性の向上を図るための基盤整備を支援：10地区（H29）
　*事業実施地区の担い手への農地集積率：68％(H29)

39,916 H28当初 28,000

畜産の競争力強化と所得の確保を図るため、新たな技術を導入するモデル農
場の設置等による生産性向上への取組を支援します。

（新）・（一社）家畜改良事業団との連携によるDNA情報を活用した優良種畜
　　　 の確保
　　　・モデル農場においてICTを活用した効率的な飼養管理を実証展示
　　　・繁殖雌牛の生産性向上のための調査・指導の実施

*信州プレミアム牛肉認定頭数：3,242頭（H27)→3,700頭（H29)

7,093 H28当初 7,164
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事　業　名
【しあわせ信州創造プランのプロジェクト名】
<信州創生戦略の基本方針名(一部略記)>

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

環境にやさしい農業総合
対策事業費

<活力と循環の信州経済の創出>

農業技術課 H29当初

「長寿世界一ＮＡＧＡＮＯの
食」輸出拡大事業費

【農山村産業クラスター形成】

<活力と循環の信州経済の創出>

農業政策課農産物マーケティング室 H29当初

信州花き輸出拡大・新需要
創出事業費

【農山村産業クラスター形成】

<活力と循環の信州経済の創出>

園芸畜産課 H29当初

9,450 H28当初 5,894

県産農産物等の安定的で継続的な商業ベースの輸出を拡大するため、輸出に
積極的に取り組む長野県農産物等輸出事業者協議会の海外展開を支援しま
す。

　・シンガポールに加え、新たに香港に輸出支援員を配置
　・有望バイヤーとの商談による販路開拓（シンガポール、香港、台湾、タイ
　 に続き、マレーシアにおいて新たに販路を開拓）

*農産物の輸出額：１億２千万円（Ｈ２５）→５億円（Ｈ２９）

7,320 H28当初 7,320

環境と調和のとれた農業を促進するため、信州の環境にやさしい農産物認証等
への取組の面的拡大を図るとともに、国際的に通用するＧＡＰ(農業生産工程管
理)認証の取得を推進します。
　
 （新）１　国際水準に基づく生産工程管理の導入拡大
　　 　　　国際水準GAPを実践し、東京オリンピックへの食材提供、輸出
　　　　　 拡大や消費者のニーズ変化等に的確に対応できる農業経営
            体の育成
　　 　２　実証ほの設置や技術の普及などにより環境にやさしい農業の
　　　　　 面的拡大を推進

   *生産者GAPに取り組むJA生産者部会・農産物直売所の割合(%)：20(H27)→39(H29)
   *エコファーマーの認定組織数：213(H27)→310(H29)
   *信州の環境にやさしい農産物認証面積：1,763ha(H27)→2,200ha(H29)

2,926 H28当初 8,773

花き産業の振興を図るため、輸出拡大に向けたセミナーの開催や、海外バイ
ヤーの招へいによる県産花きのＰＲを行うとともに、日常生活や、ホテル・旅館等
における新たな花きの需要創出を促進します。
　
　　　　・花き輸出拡大セミナーの開催
　　  　・海外バイヤーの招へいによる県産花きのＰＲ
　　 　 ・催事等での生花コサージュの利用促進
（新）　・県内ホテル・旅館における県産花きの利用促進

*花き産出額：150億円（H27）→160億円（H29）

10



事　業　名
【しあわせ信州創造プランのプロジェクト名】
<信州創生戦略の基本方針名(一部略記)>

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

「おいしい信州ふーど（風
土）」プロジェクト推進事業
費

【信州ブランド確立】

【農山村産業クラスター形成】

【環境・エネルギー自立地域創造】

<活力と循環の信州経済の創出>

農業政策課農産物マーケティング室 H29当初

多面的機能支払事業費

<活力と循環の信州経済の創出>

農地整備課 H29当初

中山間地域農業直接支払
事業費

<活力と循環の信州経済の創出>

農村振興課 H29当初

「おいしい信州ふーど（風土）」の認知度向上と消費の拡大を図るため、食品製
造や観光等、他産業との連携により、「売れる商品づくり」と販路開拓を促進しま
す。

　・「おいしい信州ふーど（風土）」大使・公使による情報発信
　・地域活動や飲食店との連携強化による県民との共有の促進
　・地産外消の推進による販路開拓の支援

*「おいしい信州ふーど（風土）」の県民認知度：６５％（H27）→７５％（H29）
*「おいしい信州ふーど（風土）」WEEK参加ＳＨＯＰ数：４５店舗（H28）→１００店舗
（H29）

（一部　ふるさと信州寄附金基金活用事業）

10,406 H28当初 10,278

農業・農村の有する多面的機能（国土保全、水源かん養、景観形成等）の維
持・発揮を図るため、農地、水路、農道等の地域資源を適切に保全管理するた
めの共同活動などを支援します。

　・畦畔の草刈り、水路の泥上げ、農道の砂利補充などの地域資源の基礎的
　　保全活動を支援
　・水路、農道、ため池等の軽微な補修や農村環境保全のための活動を支援
　・老朽化が進む農業用施設の長寿命化のための活動を支援
　・市町村が行う活動組織に対する確認事務等の支援
　
　　　事業主体　　活動組織、市町村等
　　　交付率　　　 定額

*多面的機能支払保全活動取組面積：42,700ha(H29)

1,912,000 H28当初 1,875,000

1,191,833 H28当初 1,238,808

中山間地域において、農業生産活動を維持していくため、集落内での話し合い
に基づく自律的かつ継続的な耕作や農道等の維持・管理等の取組を支援しま
す。

　・事業主体　　協定締結集落、市町村等
　・交付率　　　 定額

  *協定面積：10,000ha（H29）
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【教育再生】
<信州創生を担う人材の確保・育成>

教学指導課 H29当初

教学指導課 H29当初

【教育再生】
<信州創生を担う人材の確保・育成>

高校教育課 H29当初

高校教育課 H29当初

教育委員会

学びの改革（高校フロントラ
ンナー改革）事業費

将来を担う若者が、社会の変化に対応しつつ、能力を最大限に高められるよ
う、教育の質の向上や教育方法の改善を推進するとともに、少子化による高校
の規模と配置の適正化に一体的に取り組み、「新たな社会を創造する力」を育
む「学びの改革」を行います。

（新）・地域懇談会の開催
（拡）・産業界、大学・中学校関係者等との意見交換の実施
　　　・パブリックコメントの実施

*「学びの改革　実施方針」の策定

未来を担う科学技術人材育
成事業費

将来の長野県を支える科学技術人材を育成するため、高校生を対象とした
「科学オリンピック」や中学生を対象とした「科学の甲子園ジュニア」等の科学
大会で本県中高生が活躍できるよう講座を開催し、生徒の科学的探究力や伸
びる力を一層伸ばす取組を推進します。

（新）・JAXAスペースツアーの実施
　　　　中学生がJAXAを訪問し宇宙飛行士体験を行う機会をつくるなど宇宙
　　　　科学分野への関心を高める取組を実施
　　　・科学オリンピック出場者の強化合宿の実施
　　　・大学、企業等と連携した学習活動への支援

22,074 H28当初 22,074

事　業　名
【しあわせ信州創造プランのプロジェクト名】
<信州創生戦略の基本方針名(一部略記)>

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

「未来を拓く学力」の向上事
業費

児童生徒に確かな学力を定着させるため、全国学力・学習状況調査の結果を
考察し、基礎的・基本的な知識・技能や活用する力を身に付けられるよう各学
校を支援するとともに、次期学習指導要領の実施に向けた取組を進めます。

（新）・次期学習指導要領の改訂に対応する計画の策定
　　　・授業改善のためのＰＤＣＡサイクルの改善
　　　・理数教育の指導力向上
　　　・学習格差解消に向けた補充的な学習サポートモデルの構築

*基礎的・基本的な内容の定着度が全国平均より高い児童生徒の割合：小学校64.4%、
中学校54.2%(H28)→小学校65.0%、中学校60.0%(H29)
*学習したことを実生活の場面に活用する力が全国平均よりも高い児童生徒の割合：小
学校57.1％、中学校52.2％（H28）→小学校60.0％、中学校56.0％（H29）

6,541 H28当初 5,647

高等学校校舎等計画改修
事業費

教育環境の確保と施設の長寿命化を図るため、老朽校舎等の計画的かつ集
中的な改修に取り組んでいますが、生徒が長時間過ごす生活の場でもある学
校の環境改善を更に進めるため、トイレの洋式化などに取り組みます。

843,062 H28当初 831,186

2,749 H28当初 3,895
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事　業　名
【しあわせ信州創造プランのプロジェクト名】
<信州創生戦略の基本方針名(一部略記)>

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

スクールカウンセラー事業費

【教育再生】
<若者のライフデザインの希望実現>

心の支援課 H29当初

【教育再生】
<若者のライフデザインの希望実現>

（一部　ふるさと信州寄附金基金活用事業）

心の支援課 H29当初

スクールソーシャルワー
カー活用事業費

いじめ、不登校、暴力行為などの背景にある家庭的な問題に対応するため、
社会福祉や精神保健福祉の専門家であるスクールソーシャルワーカーを配置
し、地域や専門機関等と連携して困難を抱える児童生徒を取り巻く環境を改
善します。

（拡）・スクールソーシャルワーカーの増員
　　　　　18人（H28）→24人（H29）

*SSWを介した関係機関との連携数：415件(H27)→900件(H29)

子どもが安心して学校生活を送り、学習に取り組むため、子どもの悩みに適切
かつ迅速に対応できるスクールカウンセラー（臨床心理士等）を配置し、引き続
き、充実した学校内の相談体制を維持します。

148,755 H28当初 150,125

62,553 H28当初 46,642
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